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① 内服 30分 ↓ ↓

④ 点滴静注 5分 ↓ ↓

⑥ 点滴静注 5分 ↓ ↓
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【日本医科大学付属病院　がん化学療法レジメン】 ≪無断転載禁止≫

レジメン番号： BRST-152

対象疾患 レジメン名称 コース期間 総コース数 適応
催吐

リスク

カロナール錠 400mg

薬品名 投与量
投与
経路

投与
時間

根拠

乳がん
(トリプルネガティブ

乳癌)

Sacituzumab
Govitecan

21日間 規定なし

■ 進行/再発
□ 術後補助化学療法
□ 術前補助化学療法
□ 放射線併用化学療法
□ その他

軽度 <ASCENT試験>
N Engl J Med.2021;384(16):1529-1541

50mL生理食塩液

ファモチジン 20mg 

ポララミン 5mg

生理食塩液 50mL

パロノセトロン 0.75mg/50ｍL

デキサート 9.9mg

アロカリス 235mg

↓② 点滴静注 5分

＜注意事項/備考＞

Infusion reaction予防としてトロデルビ投与前にでアセトアミノフェン400mg内服

SN-38代謝に関わるグルクロン酸抱合異常やUGT1A1遺伝子多型（活性低下例）については有害事象の発現率が上昇する可能性に注意。

生理食塩液 50mL

生理食塩液 250mL

トロデルビ 10mg/kg
↓

↓

↓③ 点滴静注 30分 ↓

点滴静注⑤ 60分 ↓

トロデルビは初回3時間、忍容性良ければ2回目より1時間まで短縮可

トロデルビ350mg未満の場合は生理食塩液100mLに希釈
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≪無断転載禁止≫

根拠

<ASCENT試験>
N Engl J Med.2021;384(16):1529-1541

＜注意事項/備考＞

Infusion reaction予防としてトロデルビ投与前にでアセトアミノフェン400mg内服

SN-38代謝に関わるグルクロン酸抱合異常やUGT1A1遺伝子多型（活性低下例）については有害事象の発現率が上昇する可能性に注意。

トロデルビは初回3時間、忍容性良ければ2回目より1時間まで短縮可

トロデルビ350mg未満の場合は生理食塩液100mLに希釈


